
■平成19年度市政執行方針と予算 
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平
成
19
年
度
予
算 

新
名
寄
市
総
合
計
画
始
動 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り 

　
平
成
19
年
度
予
算
は
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
地

方
分
権
が
進
む
中
、
合
併
の
選
択
だ
け
で
は
増
え
続
け
る
収
支
不

足
を
解
消
で
き
ず
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改
修
を
含
め
た
新

た
な
財
政
負
担
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
と
地

域
・
住
民
の
役
割
と
の
調
整
を
図
り
、
過
大
な
負
の
遺
産
を
次
の

世
代
に
残
す
こ
と
な
く
、
年
度
間
、
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

適
切
な
事
業
選
択
と
公
債
管
理
の
上
に
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
「
挑
戦
者
の
志
」
を
持
っ
て
大
胆
な
発
想
の
転
換
を
行
い
、

新
し
い
名
寄
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
協
働
し
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

各会計予算総括表 

国民健康保険【保険事業】

国民健康保険【直診】 

老 人 保 健 事 業  

介護保険【保険事業】 

介護保険【サービス事業･名寄】

介護保険【サービス事業･風連】

下 水 道 事 業  

個別排水処理施設整備事業 

簡 易 水 道 事 業  

公 設 地 方 卸 売 市 場  

食 肉 セ ン タ ー 事 業  

一 　 般 　 会 　 計  

区 　 　 分  予 算 額  

186億8,596万9千円 

33億4,267万    円   

1億1,369万5千円 

32億8,627万4千円 

18億9,855万9千円 

6億3,879万5千円 

4億3,232万2千円 

17億8,723万7千円      

8,422万8千円     

4,580万    円    

3,627万2千円     

2,651万6千円 

116億9,236万8千円

303億7,833万7千円  

86億8,067万8千円 

9億1,751万1千円 

399億7,652万6千円 

小　　　　計 

一般会計＋特別会計 

企業 

会計 

病院事業会計 

水道事業会計 

総　　　計 

風 連 特 例 区 予 算  7,040万6千円 

一般会計歳入予算のうち、 

市税を市民一人あたりに換 

算すると、９８，８０５円 

となります。 

市税の内訳 

特
　  

別
　  

会  

　
計 

軽自動車税　42,013　1.3％ 

市たばこ税　248,066　8.0％ 

都市計画税　164,955　5.3％ 

その他　　２　　0.0％ 

固定資産税　1,109,165 
　　　　　　　35.7％ 

市民税　1,544,394　49.7％ 

一般会計歳入 
186億8,596万9千円 

国庫支出金 
1,393,854 7.5％ 

単位：千円 

市　税 

3,108,595

16.6％ 

市　債 

1,893,500

10.1％ 

その他 

2,397,111

12.9％ 諸収入 

1,220,595
6.5％ 

地方交付税 

7,885,000

42.2％ 

市の財源不足に対して 
国から交付されるお金 

市が長期 
間借り入 
れるお金 

主に市が貸 
したお金の 
返済金 

道支出金 
787,314
4.2％ 

広報なよろ第13号　２ 

単位：千円 



市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土木費や教育費など 
行政運営の基本となる会計のことをいいます。 

特定の事業やサービスを提供するために、利用者からの保険料や使用料などを財 
源として事業を運営するために設けられた会計のことをいいます。 

自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と同様の経理をする 
会計のことをいいます。 

一般会計とは 

特別会計とは 

企業会計とは 

■平成19年度市政執行方針と予算 

主なものは次のとおり。 

一般会計歳出予算を市民一人あたりに換算すると、59万3,922円（平成19年 
１月末現在の住民基本台帳人口３万1,462人による） 

公債費とは、市の 
借入金返済のため 
に使われるお金で、 
一般会計歳出予算 
全体の14.1％を占 
めています。 

公債費  83,767円 

農林業費  27,887円 教育費  69,182円 民生費  114,350円 

商工費  39,902円 土木費  39,471円 衛生費  71,354円 

単位：千円 

一般会計歳出 
186億8,596万9千円 

目的別 

総務費 

1,579,856
8.5％ 

民生費 

3,597,690
19.3％ 

衛生費 

2,244,925

商工費 

1,255,391

12.0％ 

教育費 

2,176,589
11.6％ 

公債費 

2,635,466
14.1％ 

職員費 

2,235,327
12.0％ 

農林業費 

877,367
4.7％ 

6.7％ 

土木費 

1,241,834

6.6％ 

その他 
34,590 0.2％ 

議会費 
168,570 0.9％ 

労働費 
53,769 0.3％ 

消防費 
84,595 3.1％ 

性質別 

人件費 
3,862,615 20.7％ 

扶助費 
1,607,297 8.6％ 

公債費 
2,635,366 14.1％ 

普通建設事業費 
1,930,315 10.3％ 

物件費 
2,047,907 11.0％ 

補助費等 
2,405,386 12.9％ 

繰出金 
2,008,762 10.7％ 

その他 
2,188,320 11.7％ 

市民一人当たりの歳出額（一般会計目的別歳出） 

一般会計　　　　歳出 

３　平成19年４月号 

単位：千円 



■平成19年度市政執行方針と予算 

市政推進の基本的な考え方 
～平成19年度市政執行方針から～ 

　
昨
年
３
月
27
日
に
新
し
い
名
寄
市
が
誕

生
し
て
以
来
、
合
併
に
伴
う
当
面
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
そ
の
解
決
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に

一
歩
前
進
し
て
「
知
性
と
感
性
を
み
が
き
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と
薫
り
高
い
文
化
を
育

み
、
希
望
に
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

の
円
滑
な
推
進
を
図
り
、
市
民
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
大
切
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
教
育
基
本
法

が
改
定
さ
れ
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
教
育
は
、
昭
和
22
年
に
制
定
さ
れ
た

旧
教
育
基
本
法
の
も
と
で
、
国
民
の
教
育

水
準
を
向
上
さ
せ
、
社
会
経
済
の
発
展
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
定

以
来
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
時
代
の

教
育
理
念
が
明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
去
る
１
月
24
日
に
は
、
政

府
の
教
育
再
生
会
議
が
、
ゆ
と
り
見
直
し

や
い
じ
め
対
策
、
教
育
委
員
会
制
度
の
改

革
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
第
１
次
報
告
を

　
三
点
目
は
「
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
定
を
図
り
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
や

製
造
業
等
が
元
気
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
確

保
や
産
学
官
を
は
じ
め
と
す
る
連
携
を
促
進

し
、
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
、
人
材
の
育

成
や
産
業
の
付
加
価
値
化
と
農
産
物
等
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
二
点
目
は
「
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
新
総
合
計
画
を
効
率
的･

効
果
的
に
達
成

す
る
た
め
に
は
、
財
源
確
保
や
組
織
機
構
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
合
併
前
の
両
市
町
で
積
み
重
ね
て
き
た
努

力
を
引
き
継
ぎ
、
数
値
目
標
を
掲
げ
た
「
新

・
名
寄
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
職
員
研
修
等
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
政
執
行
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
は
、
多
く
の
市
民
の
参
画
に

よ
り
策
定
さ
れ
た
新
し
い
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　
計
画
に
掲
げ
た
具
体
的
な
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
各
種
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
直
面
す
る
問
題

解
決
に
向
け
て
、
次
の
三
点
の
政
策
に
重
点

を
お
い
て
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
一
点
目
は
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
市
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
と
行
政
と
が
、
互
い
に

連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
き
ま
し
て

は
「
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
」
か
ら
答
申
を

得
ま
し
た
の
で
、
今
定
例
会
に
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
市
民
憲
章
が
で
き

る
だ
け
早
く
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
さ
れ
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
推
進

運
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

知
性
と
感
性
を
み
が
き
、 

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と
薫
り
高
い 

文
化
を
育
み
、
希
望
に
輝
く
ま 

ち
を
つ
く
り
ま
す
。 

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら 

行
財
政
改
革
の
推
進 

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興 

市
民
と
行
政
と
の
協
働 

市
民
と
行
政
と
の
協
働 

行
財
政
改
革
の
推
進 

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興 
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平成19年度の予算編成 

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

関
連
す
る
法
案
の
推
移
や
世
論
構
成
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
見
極
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
昨

年
10
月
に
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
が
め
ざ
す

教
育
の
理
念
や
方
向
性
を
明
確
に
し
、
本

道
教
育
を
計
画
的
、
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
北
海
道
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

概
ね
10
年
間
を
想
定
し
た
教
育
長
期
総
合

計
画
の
基
本
理
念
を
示
す
も
の
で
、
「
社

会
で
生
き
る
実
践
的
な
力
の
育
成
」
「
豊

か
な
心
と
す
こ
や
か
な
体
の
育
成
」
「
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」
な
ど
５

つ
の
基
本
目
標
か
ら
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
具
体
的
方
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
の
動
き
を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
名
寄
市
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
以

降
の
新
し
い
名
寄
市
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
教
育
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
整

合
性
を
図
り
、
「
心
の
合
併
」
を
目
指
し

て
市
民
と
共
に
歩
む
教
育
の
推
進
に
努
め

な
が
ら
、
名
寄
市
に
お
け
る
教
育
の
諸
課

題
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

国
と
名
寄
市
の
予
算
編
成 

　
国
の
予
算
は
、
平
成
23
年
度
に
国
と
地
方

の
基
礎
的
財
政
収
支
を
確
実
に
黒
字
化
す
る

と
と
も
に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を

一
層
推
進
し
、
活
力
に
満
ち
た
オ
ー
プ
ン
経

済
社
会
の
構
築
及
び
健
全
で
安
心
で
き
る
社

会
の
実
現
を
図
る
べ
く
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
は

世
界
経
済
の
着
実
な
回
復
が
続
く
中
、
企
業

部
門
、
家
計
部
門
と
も
に
改
善
が
続
き
、
改

革
の
加
速
化
に
よ
り
自
律
的
・
持
続
的
な
経

済
成
長
が
期
待
さ
れ
、
国
内
総
生
産
の
実
質

成
長
率
は
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
地
方
財
政
対
策
で
は
、
新
型
交
付
税
が
導

入
さ
れ
、
併
せ
て
地
方
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
、
交
付
税
特
別
会
計
の
新
規
借
入
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
償
還
が
始

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
15
兆
２
０
０
０
億
円
と

前
年
度
比
４
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
、
７
０
０
０

億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方

交
付
税
の
法
定
率
分
を
堅
持
し
た
上
で
地
方

一
般
財
源
総
額
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
名
寄
市
の
平
成
19
年
度
の
各
会
計
予
算
案

は
、
市
民
及
び
職
員
の
融
和
促
進
と
均
衡
あ

る
発
展
を
基
本
に
地
域
経
済
・
雇
用
に
も
配

慮
し
、
道
の
駅
整
備
事
業
、
戸
籍
電
算
化
事

業
、
市
立
総
合
病
院
整
備
事
業
、
風
連
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

助
成
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
総
合
計
画
に

基
づ
き
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
案
は
１
８
６
億
８
５
９
６

万
９
千
円
で
、
合
併
特
例
振
興
基
金
造
成
債

を
当
初
予
算
に
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
比
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
８
０
７
５

万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比

６
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
１
６
億
９
２
３

６
万
８
千
円
、
企
業
会
計
予
算
案
は
、
前
年

度
比
９
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
95
億
９
８
１

８
万
９
千
円
、
全
会
計
の
総
額
で
は
、
前
年

度
比
４
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
３
９
９
億
７

６
５
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
風
連
町
特
例
区
予
算
案
は
、
前
年

度
比
９
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
７
０
４
０
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
地
方

分
権
が
進
む
中
で
は
、
合
併
を
選
択
し
た
だ

け
で
は
増
え
続
け
る
収
支
不
足
を
簡
単
に
は

解
消
で
き
ず
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改

修
を
含
め
た
新
た
な
財
政
負
担
が
顕
在
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
に
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
範
囲
と
地
域
・
住
民
の
役
割
と
の

調
整
を
図
り
、
過
大
な
負
の
遺
産
を
若
い
世

代
に
残
す
こ
と
な
く
、
年
度
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
、
適
切
な
事
業
選
択
と
公
債
管
理
の

上
に
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
「
挑
戦
者

の
志
」
を
持
っ
て
大
胆
な
発
想
の
転
換
を
行

い
、
新
し
い
名
寄
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

と
協
働
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５　平成19年４月号 



■平成19年度市政執行方針と予算 

広報なよろ第13号　６ 

　
市
民
及
び
職
員
の
融
和
促
進
と
均
衡
あ
る
発
展
を
基
本
に
地
域
経
済

・
雇
用
に
も
配
慮
し
た
事
業
を
盛
り
込
み
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
５

本
を
柱
に
編
成
さ
れ
た
、
新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
で
示

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
ご
と
に
分
類
し
て
、
主
な
事
業
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
戸
籍
電
算
化
事
業 

【
５
０
０
０
万
円
】 

　
戸
籍
を
電
子
化
す
る
た
め
の
機
器
、

ソ
フ
ト
の
導
入
経
費
で
す
。
平
成
21

年
度
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。 

○
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定 

事
業
　
【
20
万
円
】 

　
市
民
自
治
を
基
本
に
、
市
民
参
加

や
行
政
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
す
。 

○
北
国
雪
国
ふ
る
さ
と
交
流
館
整
備

事
業
【
２
１
０
０
万
円
】 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
の
た

め
に
改
築
す
る
旧
西
田
邸
の
外
構
工

事
。 

○
移
住
促
進
事
業
【
29
万
円
】 

　
短
期
移
住
体
験
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
制
作

な
ど
、
移
住
促
進
に
取
り
組
む
経
費

で
す
。 

　
市
民
自
治
、
地
域
主
権
の
理

念
の
も
と
、
市
民
と
行
政
が
協

働
す
る
地
域
自
治
組
織
を
創
設

し
、
自
立
す
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。 

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
【
５
６
０
９
万
円
】 

　
本
所（
名
寄
庁
舎
）、サ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
風
連
庁
舎
）
を
設
置
し
、
高
齢
者

の
健
康
保
持
、
生
活
安
定
の
た
め
に

包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。 

○
病
院
医
療
機
器
整
備
事
業 

【
１
億
６
３
７
０
万
円
】 

　
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
の

た
め
に
、
市
立
総
合
病
院
、
東
病
院

の
医
療
機
器
を
整
備
し
ま
す
。 

○
認
定
子
ど
も
園
促
進
事
業 

【
９
万
円
】 

　
少
子
化
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い

形
の
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
る
た
め
の
準
備
経
費
で
す
。 

○
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業 

【
１
７
０
９
万
円
】 

　
地
域
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

た
め
の
経
費
な
ど
。 

　
人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
健

や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
輝
い
て
い

ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

○
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
事
業 

【
30
万
円
】 

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
、

第
２
期
障
害
者
福
祉
計
画
を
平
成
19

年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。 

○
市
立
総
合
病
院
施
設
整
備
事
業 

【
５
億
７
６
１
４
万
円
】 

　
道
北
第
３
次
医
療
圏
の
地
方
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
、
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
の
た
め
の
市
立
総
合

病
院
増
改
築（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
増
設
棟
、救
急

棟
ほ
か
、
実
施
設
計
等
）
し
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

（市民参画・健全財政） 

（保健・医療・福祉） 

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 



■平成19年度市政執行方針と予算 

７　平成19年４月号 

○
北
７
丁
目
道
路
改
良
交
付
金
事
業

【
１
億
５
万
円
】 

　
市
立
大
学
周
辺
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。
改
良
延
長
＝
４
０
０
ｍ  

幅
＝
６
・
０
ｍ
＋
３
・
０
ｍ
　
照
明

灯
６
基 

。  
 

《
新
規
道
路
整
備
事
業
》 

 

○
東
３
号
歩
道
補
修
事
業 

【
１
８
３
６
万
円
】 

○
豊
栄
地
区
道
路
排
水
整
備
事
業 

【
１
０
０
０
万
円
】 

 

《
道
路
整
備
継
続
事
業
》 

 

○
東
風
連
線
道
路
交
付
金
事
業 

【
４
４
１
３
万
円
】 

○
19
線
道
路
舗
装
新
設
事
業 

【
５
０
０
２
万
円
】 

○
菊
山
線
道
路
改
良
舗
装
事
業 

【
１
２
３
５
万
円
】 

○
徳
田
２
号
線
道
路
改
良
新
設
事
業

【
３
５
０
５
万
円
】 

○
緑
丘
第
２
団
地
通
道
路
改
良
事
業

【
４
０
０
５
万
円
】 

○
市
道
除
排
雪
事
業 

【
３
億
６
９
万
円
】 

○
市
道
除
排
雪
事
業 

【
３
億
69
万
円
】 

　
総
合
的
な
雪
対
策
と
し
て
、
名
寄

地
区
、
風
連
地
区
そ
れ
ぞ
れ
別
方
式

で
除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。 

○
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業 

【
２
６
６
５
万
円
】 

　
農
村
部
の
居
住
環
境
向
上
の
た
め

に
名
寄
地
区
８
基
、
風
連
地
区
６
基

ほ
か
16
基
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

（市民参画・健全財政） 

○
風
連
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業 

【
１
億
８
６
８
４
万
円
】 

　
風
連
地
区
の
中
心
市
街
地
を
活
性

化
す
る
た
め
、
本
町
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。 

○
消
防
広
報
自
動
車
購
入 

【
５
３
９
万
円
】 

　
消
防
・
救
急
の
充
実
の
た
め
に
、

名
寄
消
防
署
に
配
置
す
る
広
報
自
動

車
を
購
入
し
ま
す
。 　豊かな緑を大切にし、自然と

調和した快適な生活環境を確保
し、未来へとつなぐまちを目指
します。 

○
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
【
３
９
０
万
円
】 

　
資
源
回
収
の
奨
励
助
成
、
堆
肥
化

容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）購
入
助
成
、段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ご
み
の
資
源
化
・
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。 

○
防
災
会
議
・
訓
練
等
事
業 

【
１
３
３
万
円
】 

　
防
災
対
策
の
充
実
の
た
め
に
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
、
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。 

○
公
営
住
宅
整
備
事
業 

【
１
億
３
０
９
１
万
円
】 

　
快
適
な
生
活
環
境
の
充
実
の
た
め

に
、
風
連
地
区
西
町
団
地
で
３
棟
６

戸
を
整
備
（
全
体
で
は
平
成
21
年
度

ま
で
に
20
棟
40
戸
、
解
体
工
事
は
本

年
度
12
戸
）
し
ま
す
。
名
寄
地
区
北

斗
・
新
北
斗
団
地
で
は
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。 

○
白
か
ば
団
地
屋
根
張
替
工
事 

【
５
０
４
万
円
】 

○
新
北
栄
団
地
屋
根
張
替
工
事 

【
４
４
８
万
円
】 

○
栄
町
55
団
地
ガ
ス
管
取
替
え
工
事 

【
３
９
０
万
円
】 

○
公
共
下
水
道
整
備
事
業 

【
５
億
７
５
０
０
万
円
】 

　
汚
水
が
河
川
に
流
出
す
る
汚
濁
防

止
対
策
と
し
て
、
滞
水
池
土
木
建
築

工
事
の
合
流
改
善
事
業
と
、
処
理
場

の
電
気
施
設
中
央
監
視
設
備
と
運
転

操
作
設
備
を
更
新
し
ま
す
。 

自然と環境にやさしく 

快適で安全なまちづくり 

（生活環境・都市基盤） 



■平成19年度市政執行方針と予算 

広報なよろ第13号　８ 

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業

【
１
０
０
０
万
円
】 

　
住
宅
の
改
修
工
事
等
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

住
宅
の
改
修
を
促
進
し
、
快
適
な

住
環
境
の
整
備
と
市
内
建
設
事
業

者
の
振
興
、
雇
用
の
安
定
を
図
り

ま
す
。 

　
１
０
０
万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
に
対
し
て
定
額
20
万
円
を

助
成
。
（
平
成
21
年
度
ま
で
） 

○
農
業
青
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業 

【
３
０
０
万
円
】 

　
農
家
子
弟
の
自
立
し
た
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
に
対
し
支

援
し
ま
す
。 

○
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
整
備
事
業 

【
５
４
７
万
円
】 

　
第
一
リ
フ
ト
減
速
機
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
工
事
、
第
四
ロ
マ
ン
ス
リ
フ
ト

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
工
事
を
行
い
、
安

全
で
安
心
し
て
楽
し
め
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。 

　地域の特性を生かしながら産業間
連携を進め、自立的に発展する活力
あるまちを目指します。 

創
造
力
と
活
力
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
（
産
業
振
興
） 

○
道
の
駅
整
備
事
業 

【
４
億
９
８
７
９
万
円
】 

　
風
連
地
区
に
お
け
る
道
の
駅
新
設

工
事
費
４
億
７
３
５
０
万
円
、
備
品

購
入
費
１
０
０
０
万
円
な
ど
。
７
月

に
着
工
し
、
平
成
20
年
２
月
竣
工
予

定
。
平
成
20
年
４
月
末
日
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
【
１
億
８
６
１
万
円
】 

　
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
農
業
活
動

と
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機

能
が
発
揮
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み

の
た
め
に
、
各
地
域
の
集
落
協
定
を

尊
重
し
、
集
落
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
ま
す
。 

○
農
地･

水･

環
境
保
全
向
上
対
策
共

同
活
動
支
援
事
業 

【
１
１
４
５
万
円
】 

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
多
面
的

な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
農
村
地

域
の
活
動
組
織
に
対
し
て
共
同
活
動

を
支
援
す
る
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。 

○
自
治
組
織
推
進
事
業
（
行
政
区
制
度
の
存
続
）
　
　
４
７
０
万
円

○
自
治
活
動
推
進
事
業
（
地
域
事
業
へ
の
支
援
）
　
　
　
　
66
万
円 

○
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

○
利
雪
克
雪
事
業（
市
街
地
国
道
道
道
の
除
排
雪
補
助
金
）６
２
０
万
円 

○
定
住
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
８
万
円 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
観
光
及
び
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
事
業
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
５
万
円 

○
都
市
交
流
事
業
（
東
京
都
杉
並
区
と
の
交
流
）
　
　
２
７
８
万
円

○
都
会
っ
子
交
流
事
業
（
杉
並
区
と
の
子
ど
も
交
流
）
２
３
９
万
円

○
一
般
管
理
事
業
（
特
例
区
協
議
会
等
）
　
　
　
　
　
１
６
７
万
円

○
ふ
る
さ
と
会
事
業
（
札
幌
風
連
会
、
旭
川
風
連
会
）
　
　
16
万
円

○
町
民
広
場
手
形
作
製
事
業
（
小
学
校
入
学
者
対
象
）
　
　
43
万
円

○
区
域
高
校
振
興
対
策
事
業
（
風
連
高
校
生
徒
支
援
）
３
０
０
万
円

○
放
課
後
対
策
事
業
（
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
運
営
）
　
　
　
　
34
万
円

○
通
学
・
通
園
事
業（
旭
・
西
風
連
地
区
児
童
送
迎
・
遠
距
離
通
学
支
援
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
２
万
円 

○
区
域
育
英
基
金
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
９
万
円

○
河
川
・
道
路
愛
護
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
３
万
円 

○
特
定
車
両
運
行
事
業
（
大
型
バ
ス
運
行
管
理
）
　
　
２
７
４
万
円

○
地
域
施
設
管
理
事
業
（
福
祉
会
館
等
の
管
理
）
　
１
２
５
６
万
円

○
天
塩
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
２
０
９
万
円

○
町
民
農
園
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円 

○
街
路
灯
管
理
事
業
（
維
持
管
理
補
助
金
）
　
　
　
　
３
１
５
万
円 

○
防
犯
灯
管
理
事
業
（
防
犯
灯
維
持
管
理
補
助
金
）
　
　
　
69
万
円 

　
風
連
地
区
の
振
興
の
た
め
に
、
「
合

併
特
例
区
協
議
会
」
と
の
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

風

連

特

例

区

予

算

 



■平成19年度市政執行方針と予算 

９　平成19年４月号 

○
天
文
台
整
備
事
業 

【
１
３
０
万
円
】 

　
天
文
台
の
基
本
計
画
図
に
つ
い
て

作
成
委
託
な
ど
を
行
い
ま
す
。
北
海

道
大
学
と
連
携
し
、
平
成
21
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。 

○
図
書
館
整
備
事
業 

【
２
６
０
０
万
円
】 

　
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
の
た
め

に
、
移
動
図
書
館
車
購
入
し
ま
す
。 

○
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

【
３
９
２
８
万
円
】 

　
屋
上
防
水
工
事
と
温
水
ボ
イ
ラ
ー

設
備
更
新
を
行
い
ま
す
。 

○
食
育
基
本
計
画
策
定
業
務 

【
13
万
円
】 

　
食
育
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
検

討
委
員
報
償
や
視
察
旅
費
な
ど
の
経

費
で
す
。 

 

○
名
寄
市
立
大
学
学
内
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
設
置
事
業 

【
１
９
７
万
円
】 

　
学
生
等
の
保
健
管
理
、
健
康
相
談

を
行
う
た
め
に
、
学
内
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
看
護
師
を
配
置

し
ま
す
。 

（市民参画・健全財政） 

○
心
の
教
室
相
談
員
配
置
事
業 

【
１
９
２
万
円
】 

　
中
学
校
３
校
に
配
置
す
る
相
談
員

を
平
成
19
年
度
か
ら
週
５
日
に
増
や

し
ま
す
。
相
談
体
制
を
充
実
し
、
生

徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。 

○
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業 

【
17
万
円
】 

　
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
設
置
し

て
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

平
成
19
年
度
か
ら
の
円
滑
な
実
施
に

備
え
ま
す
。 

　生涯学習活動や文化活動を 
充実させ、名寄市立大学を活
かした個性あふれるまちを目
指します。 

○
社
会
科
副
読
本
編
集
事
業 

【
４
９
６
万
円
】 

　
社
会
科
副
読
本
編
集
委
員
会
が
編

集
す
る
、
副
読
本
を
印
刷
製
本
し
ま

す
。(

２
０
０
０
冊
、
平
成
20
年
度
配

布
予
定) 

○
適
応
指
導
教
室
設
置
事
業 

【
３
２
１
万
円
】 

　
相
談
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
不

登
校
児
童
生
徒
の
学
校
へ
の
復
帰
を

支
援
し
ま
す
。 

○
教
員
住
宅
整
備
事
業 

【
４
６
０
万
円
】 

　
下
多
寄
小
２
戸
、
日
進
小
２
戸
の

教
員
住
宅
に
つ
い
て
水
洗
化
工
事
を

行
い
ま
す
。 

○
学
校
施
設
整
備
・
校
区
再
編
検
討

事
業 

【
13
万
円
】 

　
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
と
名
寄
地
区
市
街
地
の
小
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
意

見
を
聴
き
、
検
討
を
進
め
ま
す
。 

《
学
校
施
設
・
設
備
整
備
事
業
》 

○
東
小
学
校
屋
体
耐
力
度
調
査
事
業

【
１
９
１
万
円
】 

○
豊
西
小
学
校
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事

事
業
【
３
４
９
万
円
】 

○
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
散
水
栓
設

置
工
事
事
業
【
１
２
０
万
円
】 

○
名
寄
市
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

周
辺
環
境
整
備
事
業 

【
３
５
０
０
万
円
】 

　
大
学
教
育
の
充
実
と
快
適
な
環
境

を
推
進
す
る
た
め
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
と
周
辺
樹
木
の
伐
採
及
び
植
樹

を
行
い
ま
す
。 

心豊かな人と 

文化を育むまちづくり 

（教育・文化・スポーツ） 


